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尾
瀬
の
国
有
林
に
つ
い
て

福
島
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
及
び
新
潟

県
の
県
境
に
位
置
す
る
尾
瀬
国
立
公
園
三

万
七
千
二
百
ha

の
う
ち
約
55

％
を
関
東
森

林
管
理
局
が
管
轄
す
る
国
有
林
が
占
め
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
尾
瀬
地
域
の
北
側
を
、
奥

会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
利
根
川
源

流
部
・
燧
ヶ
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
指
定
し
、
自
然
維
持
を
重
視
し
た
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
の
取
組

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
本
州
最
大
の
山
地

湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
と
火
山
堰
止
湖
の

尾
瀬
沼
の
ほ
か
、
二
千
ｍ
級
の
山
々
を
有

し
て
い
ま
す
。

壮
大
な
湿
原
景
観
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
湿
原
植
生
、
オ

ゼ
ソ
ウ
や
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
高

山
植
物
が
見
ら
れ
、
自
然
探
勝
や
登
山
を

中
心
に
春
か
ら
秋
に
か
け
年
間
約
30
万
人

の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
20
年
頃
か
ら
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
に
よ
り
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
の
開
花
数
が
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。

地

元

の

重

要

な

観

光

資

源

で

あ
る
ニ
ッ

コ

ウ

キ

ス

ゲ

の

保

全

は

喫

緊

の

課

題

と

な

り

、

関

東

森

林

管

理

局

で

は
、

平

成
26

年

度

か

ら

、

積

雪

の

な

い

６

月

頃

か

ら

10

月

頃

に

か

け

て

湿

原

の

外

周

に
金
属
製
の
防
鹿
柵
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
観
光
で
訪
れ
る
方
が
利
用
す
る
木
道

上
へ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
設
置
、
さ
ら
に
、

沼
か
ら
の
湿
原
へ
の
シ
カ
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
、
景
観
を
損
ね
な
い
範
囲
で
の
防
鹿

ネ
ッ
ト
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29

年
に
は
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
な
ど
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
を
含
む
約

40

名
の
参
加
を
得
て
防
鹿
柵
の
設
置
を
行

い
、
本
年
10
月
に
は
、
企
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
を
含
む
約
80

名
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

尾
瀬
国
立
公
園
協
議
会
へ
の
参
画

尾
瀬
地
域
は
、
昭
和
９
年
に
日
光
国
立

公
園
の
一
部
と
し
て
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、
平
成
19

年
、
会
津
駒
ヶ
岳
と
帝
釈
山

の
周
辺
地
域
を
追
加
し
、
単
独
の
国
立
公

園
と
し
て
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
尾
瀬
が
単
独
で
国
立
公
園
と
し

て
指
定
さ
れ
る
前
年
の
平
成
18

年
に
、
尾

瀬
に
関
わ
る
地
元
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

自
然
保
護
関
係
者
、
関
東
森
林
管
理
局
を

含
む
行
政
機
関
等
か
ら
な
る
「
尾
瀬
の
保

護
と
利
用
の
あ
り
方
検
討
会
（
現
在
の
尾

瀬
国
立
公
園
協
議
会
）
」
に
お
い
て
、

「
今
後
の
尾
瀬
の
基
本
方
針
や
取
り
組
む

べ
き
諸
対
策
が
「
尾
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
10
年
が

経
過
し
た
平
成
28
年
に
は
、
尾
瀬
ビ
ジ
ョ

ン
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
と
も
に
、
「
尾

瀬
国
立
公
園
協
議
会
」
に
お
い
て
ビ
ジ
ョ

ン
改
定
の
検
討
が
開
始
さ
れ
、
今
後
10
年
、

そ
し
て
さ
ら
に
先
の
将
来
を
見
据
え
た
尾
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尾
瀬
に
お
け
る
関
東
森
林
管
理
局
の
取
組

計
画
保
全
部

計
画
課

尾瀬サミットの様子

尾瀬の風景（燧ヶ岳）
ひうち

木道上のグレーチング設置

防鹿ネットによる水際対策



瀬
の
あ
り
方
の
指
針
と
な
る
「
新
・
尾
瀬

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
平
成
30

年
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
新
・
尾
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
気
候

変
動
に
よ
る
自
然
生
態
系
へ
の
影
響
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
の
急
速
な
増
加
、
外

国
人
旅
行
者
の
増
加
等
、
尾
瀬
を
取
り
巻

く
自
然
的
・
社
会
的
環
境
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
尾
瀬
の
今
後
の
方
向
性
・
必
要
な

取
組
等
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
８

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
７
年
以
降
、

尾
瀬
保
護
財
団
理
事
長
で
あ
る
群
馬
県
知

事
、
同
副
理
事
長
の
福
島
県
知
事
及
び
新

潟
県
知
事
を
は
じ
め
、
尾
瀬
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
や
適
正

利
用
等
に
係
る
施
策
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
は
９

月
10

日
（
月
）
～
11

日
（
火
）
の
２
日
間
、

福
島
県
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
沼
湖
畔
に
あ
る

尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
三
県
の
知
事
を
は
じ
め
、
関

係
各
市
町
村
長
、
学
識
経
験
者
等
の
ほ
か
、

笹
川
環
境
大
臣
政
務
官
、
林
野
庁
か
ら
は

関
東
森
林
管
理
局
長
が
出
席
し
、
「
滞
在

型
・
周
遊
型
の
促
進
」
や
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ

対
策
」
な
ど
、
尾
瀬
を
と
り
ま
く
諸
情
勢

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

尾
瀬
の
美
し
い
自
然
の
次
代
へ
の
継
承

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
前
述
の
と
お

り
尾
瀬
地
域
の
北
側
を
、
奥
会
津
森
林
生

態
系
保
護
地
域
等
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

尾
瀬
国
立
公
園
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
検
討
会
へ
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に
よ

る
防
鹿
柵
の
設
置
等
に
よ
り
、
現
在
で
は

シ
カ
の
目
撃
数
は
減
少
し
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
も
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
尾
瀬
の

美
し
い
自
然
を
次
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
ぐ
べ
く
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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今
月
の
表
紙

赤

崩

（
静
岡
県
静
岡
市
）

大
井
川
の
三
大
崩
の
一
つ
で
、
静
岡
市
葵
区
田

代
地
内
の
畑
薙
第
一
ダ
ム
湛
水
敷
の
上
流
部
の

大
井
川
左
岸
に
位
置
す
る
崩
壊
地
で
、
面
積
は

約
45
ha
、
幅
は
最
大
で
約
800

ｍ
、
平
均
傾
斜
は
約

35
度
、
大
井
川
と
の
比
高
で
約
950

ｍ
、
地
質
は
、

四
万
十
類
帯
の
寸
又
層
群
の
砂
岩
頁
岩
互
層
及

び
頁
岩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
市
の
「
オ
ク
シ
ズ
百
選
」
の
う
ち
の

「
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
サ
イ
ト
」
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

崩
落
活
動
が
激
し
く
、
崩
壊
地
と
扇
状
地
の

間
が
狭
隘
な
谷
間
と
な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
る

こ
と
が
危
険
な
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写

真
は
、
赤
崩
全
体
①
、
源
頭
部
か
ら
下
流
②
、

中
腹
か
ら
源
頭
部
③
の
写
真
で
す
。

① ②

③

尾瀬サミット集合写真（最前列左から６番目より、笹川環境大臣政

務官、新潟県 花角知事、群馬県 大澤知事、福島県 内堀知事）

防鹿柵設置の様子



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
28

年
度

よ
り
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
を
樹
立
す

る
市
町
村
の
中
か
ら
「
民
国
連
携
推
進
地

区
」
を
設
定
し
、
都
県
の
森
林
総
合
監
理

士
等
と
森
林
管
理
署
等
の
森
林
技
術
指
導

官
等
が
連
携
し
、
市
町
村
へ
の
技
術
的
支

援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
11

市
町
で
同
地
区
を
設
定

し
、
地
域
に
お
け
る
重
点
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
常
陸
太
田
市
、
大
子
町
、
日
光
市
、

佐
渡
市
、
浜
松
市
、
富
士
吉
田
市
の
６
地

区
を
設
定
し
、
各
署
等
の
森
林
技
術
指
導

官
等
が
中
心
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

民
国
連
携
推
進
地
区
打
合
せ
の
概
要

平
成
30

年
９
月
13

日
に
民
国
連
携
推
進

地
区
を
設
定
し
た
各
地
区
の
県
の
出
先
機

関
（
茨
城
県
・
栃
木
県
・
静
岡
県
）
、
市

町
（
常
陸
太
田
市
・
大
子
町
・
日
光
市
・

浜
松
市
）

の
職
員
の

方
と
各
地

区
の
森
林

技
術
指
導

官
等
が
参

加
し
、
森

林
管
理
局

に
お
い
て

「
平
成
30

年
度
民
国

連
携
推
進
地
区
の
打
合
せ
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

各
署
等
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
に

対
す
る
支
援
の
取
組
内
容
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
局
へ
の
要
望
事
項
を
報
告
し
、

県
や
市
町
か
ら
は
、
「
民
有
林
に
お
け
る

主
伐
再
造
林
の
実
施
状
況
」
、
「
民
有
林

集
約
化
の
取
組
を
行
い
境
界
確
定
事
業
を

独
自
に
進
め
て
い
る
大
子
森
林
組
合
の
事

例
」
な
ど
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
「
森
林
共
同
施
業
団
地
内
に
お
け
る

中
間
土
場
の
無
料
利
用
化
」
、
「
国
有
林

の
森
林
認
証
へ
の
加
入
」
な
ど
の
要
望
が

出
さ
れ
、
出
席
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
要
望
等
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
林

野
庁
本
庁
と
も
協
議
し
つ
つ
対
応
を
検
討

す
る
こ
と
、
今
後
と
も
民
国
で
連
携
し
、

市
町
へ
の
支
援
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認

し
ま
し
た
。

会
議
の

翌
日
に
は
、

局
・
署
の

担
当
者
で

個
別
打
ち

合
わ
せ
を

行
い
、
市

町
村
森
林

整
備
計
画

作
成
へ
の
支
援
内
容
や
民
国
連
携
事
業
の

進
捗
状
況
の
確
認
、
抱
え
て
い
る
課
題
の

聞
き
取
り
な
ど
、
情
報
共
有
及
び
今
後
の

方
針
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
今
回

の
意
見
・
要
望
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
支
援
を
行
っ
て
き
た
11
市
町
の
民

国
連
携
推
進
地
区
と
併
せ
、
民
有
林
へ
の

支
援
の
取
組
を
局
・
署
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
、
森
林
の
整
備
・
保
全
、
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
等
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
林
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

参
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
方
の
民
国
連
携
の
取
組

に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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民
国
連
携
推
進
地
区
打
合
せ
に
つ
い
て

～

各
署
等
民
国
連
携
担
当
者
と
県
及
び
市
町
職
員
と
の
意
見
交
換
を
実
施

～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

市町からの意見

各署等から取組状況報告

県からの意見



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
国
民
の
皆
様
に
森
林
や
林
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
森
林
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
高
尾
山
の
国
有
林
と
施
設
を

活
用
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
行
っ

た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

７
月
７
日
に
今
年
度
第
２
回
目
の
森
林

カ
レ
ッ
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

東
京
農
業
大
学
教
授
の
宮
林
茂
幸
先
生
に

よ
る
「
森
に
学
ぶ
～
森
づ
く
り
、
こ
と
づ

く
り
、
人
づ
く
り
」
の
講
義
で
、
「
農
林

業
を
体
験
す
る
こ
と
で
人
間
が
自
然
の
一

員
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
社
会
性
を
は
ぐ

く
む
」
こ
と
や
「
農
林
業
を
き
っ
か
け
と

し
て
地
域

社
会
の
伝

統
を
見
直

し
、
活
力

あ
る
社
会

を
取
り
戻

す
こ
と
が

大
切
」
と

い
っ
た
内

容
で
解
説

し
て
い
た

だ
き
ま

し
た
。

午
後

か
ら
は
、

５
班
に

分
か
れ

て
の
下

草
刈
り

作
業
で

す
。
全

員
が
大

き
な
下

刈
り
鎌
を
持
つ
の
は
初
め
て
の
体
験
と
あ
っ

て
、
緊
張
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
鎌
の
刃
研
ぎ
か
ら
始
ま
り
、
現

地
に
移
動
し
て
、
い
よ
い
よ
作
業
で
す
。

ま
さ
に
「
本
物
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
全

員
が
無
事
に
作
業
を
終
了
し
て
閉
会
式
で

は
、
「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
森
林
を
残

し
て
い
く
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
さ

せ
ら
れ
た
」
「
短
時
間
の
作
業
だ
っ
た
が
、

林
業
の
大
変
さ
を
体
験
で
き
た
」
と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
４
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
２
回
目
を
終
わ

り
、
あ
と
は
10

月
と
１
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

【
山
の
日
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

平
成
28

年
８
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
た

「
山
の
日
」
で
す
。
今
年
で
３
回
目
を
迎

え
、
今
年
も
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
山
の

日
」
を
制
定
し
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
一
般

の
方
々
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

・
８
月
６
日
～
12

日
開
催
「
期
間
限
定
・

ク
ラ
フ
ト
体
験
！
」

「
夏
休
み
特
別
企
画
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
限
定
で
小
学
生

以
下
の
児
童
を
対
象
と
し
て
、
夏
休
み
満

喫
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
自
分
だ
け
の
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
期
間
中
の
参
加
者

は
322

名
で
し
た
。

・
８
月
11

日
開
催
「
ま
る
ご
と
！
高
尾
山

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
作
戦
」

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
と
連
携

し
て
、
高
尾
山
の
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
107

名
が

４
班
に
分
か
れ
、
登
山
道
４
つ
の
コ
ー
ス

か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
山
頂
に
は
予

定
ど
お
り
全
員
無
事
に
到
着
し
、
昼
食
後

に
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

・
８
月
11

日
、
12

日
開
催
「
魚
取
り
と
植

物
・
生
物
観
察
教
室
Ⅰ
・
Ⅱ
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
」

と
連
携
し
て
、
「
夏
休
み
高
尾
山
自
然
体

験
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
総
勢
105

名

が
参
加
し
、
高
尾
山
の
素
晴
ら
し
い
環
境

の
中
で
、
植
物
観
察
や
草
笛
体
験
、
小
川

で
の
魚
取
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
職
場
体
験
】

８
月
29

日
に
江
東
区
立
深
川
第
二
中
学

校
２
年
生
２
名
、
８
月
30

日
に
江
東
区
立

深
川
第
八
中
学
校
２
年
生
２
名
、
９
月
５

日
～
７
日
の
３
日
間
に
八
王
子
市
立
横
山

中
学
校
２
年
生
３
名
の
生
徒
が
職
場
体
験

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
下
刈
作
業
、
間
伐

作
業
、
炭
焼
施
設
の
整
備
、
風
倒
木
処
理

の
手
伝
い
、
森
林
観
察
方
法
等
を
体
験
し

ま
し
た
。
こ
の
職
場
体
験
を
通
じ
て
、
仕

事
の
大
変
さ
を

感
じ
た
一
方
で
、

森
林
・
林
業
の

大
切
さ
、
自
然

環
境
維
持
の
難

し
さ
や
楽
し
さ

も
感
じ
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。

（５）平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号
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下刈作業

講義

職場体験：間伐作業



10

月
13

日
（
土
）
・
14

日
（
日
）
の
両

日
、
「
第
38
回
木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」

（
主
催
：
東
京
都
・
一
般
社
団
法
人
東
京

都
木
材
団
体
連
合
会
）
が
都
立
木
場
公
園

（
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
、
東
京
事
務
所

も
協
賛
の
う
え
ブ
ー
ス
を
出
展
し
国
有
林

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か

ら
木
を
使
お
う
。
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

都
民
に
木
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
提
供
し
、

暮
ら
し
の
中
で
の
木
材
利
用
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
「
木
づ
か
い
推

進
月
間
」
で
も
あ
る
10

月
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
東
京
都
の
各
木
材
関
係

団
体
等
が
参
加
し
、
木
工
教
室
等
の
木
と

ふ
れ
あ
う
体
験
や
木
製
品
の
展
示
販
売
、

木
造
住
宅
相
談
、
特
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、

木
挽
き
の
実
演
、
太
鼓
の
演
奏
、
木
場
の

木
遣
り
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
の
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
職

員
手
作
り
の
「
つ
き
板
」
（
薄
い
木
の
板
）

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
国
有
林
に
あ
る
世
界
自

然
遺
産
が
分
か
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
配
布

し
て
、
貴
重
な
自
然
環
境
を
有
す
る
国
有

林
の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
も
っ

く
ん
（
小
枝
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）
や
木
の

実
の
リ
ー
ス
な
ど
を
作
る
子
供
達
に
大
人

気
の
「
森
林
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

や
、
緑
の
募
金
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
参
加
者
に
は
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
親
子

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

両
日
共
に
曇
り
が
ち
な
が
ら
す
ご
し
や

す
い
天
候
で
、
来
場
者
が
ど
っ
と
押
し
寄

せ
、
２
日
間
で
約
７
万
人
に
も
達
し
盛
況

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

き
の
こ
特
集

肝
臓
は
酸
っ
ぱ
い
？

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
（
食
）
（
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ

科

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
属
）

６
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
シ
イ
や
ス

ダ
ジ
イ
の
傷
つ
い
た
根
元
付
近
に
発
生
し

ま
す
。
カ
サ
は
５
㎝
か
ら
30

㎝
で
、
形
は

ヘ
ラ
形
か
ら
扇
形
、
表
面
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
て
赤
紅
色
で
す
。

柄
は
短
く
上
部
は
カ
サ
と
同
色
で
下
部

は
白
色
で
す
。
ヒ
ダ
は
菅
孔
状
で
始
め
淡

紅
色
で
後
に
濃
赤
褐
色
に
な
り
ま
す
。

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
の
和
名
の
由
来
は
、
き

の
こ
が
肝
臓
に
似
て

い
る
所
か
ら
和
名
が

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

肉
は
赤
色
で
白
い

筋
が
あ
り
、
味
は
酸

味
が
強
い
で
す
。

（６）平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号
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私
の
勤
務
し
て
い
る
六
日
町
森
林
事

務
所
は
、
新
潟
県
南
部
の
南
魚
沼
市
に

所
在
し
、
群
馬
県
境
を
な
す
三
国
山
脈

沿
い
の
国
有
林
約
一
万
八
千
七
百
ha

を

管
理
し
て
い
ま
す
。
南
魚
沼
市
は
、
中

央
に
魚
野
川
が
流
れ
る
魚
沼
盆
地
に
あ

り
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し

た
農
業
を
振
興
、
冬
季
は
市
街
地
で
も

積
雪
が
２
m
を
超
え
る
全
国
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
、
ス
キ
ー
場
を
多
数
有
し
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
市
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
今
年
９
月
に
南
魚

沼
市
を
含
む
３
県
７
市
町
村
を
つ
な
ぐ

全
長
約

307
km
の
ス
ノ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ト
レ

イ
ル
（
雪
国
観
光
圏
域
内
を
巡
る
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
の
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

管
内
の
国
有
林
に
は
、
霊
山
と
呼
ば

れ
る
、
「
八
海
山
」
（
標
高
：
千
七
百

七
八
ｍ
）
と
「
巻
機
山
」
（
標
高
：
千

九
百
六
七
ｍ
）
が
あ
り
、
山
伏
の
神
事

と
し
て
「
火
渡
り
」
が
毎
年
行
わ
れ
ま

す
。
特
に
、
巻
機
権
現
社
境
内
で
行
う

火
渡
り
祭
り
は
、
里
山
伏
に
よ
る
火
渡

り
勤
行
が
執
り
行
わ
れ
、
ボ
ー
ッ
と
い

う
ほ
ら
貝
の
音
は
、
静
か
な
山
の
自
然

の
な
か
で
心
地
よ
く
響
き
、
炎
の
舞
い

上
が
る
様
は
幻
想
的
で
と
て
も
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
修
験
者
に
よ
る
火
渡
り
の

後
に
は
、
一
般
の
方
も
参
加
す
る
事
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て

下
さ
い
。

こ
の
巻
機
山
周
辺
の
国
有
林
は
、
中

越
森
林
管
理
署
管
内
に
あ
る
「
利
根
川

源
流
部
・
燧
ヶ
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保

護
地
域
」
と
「
佐
武
流
山
周
辺
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
を
結
ぶ
「
緑
の
回
廊

三
国
線
」
（
延
長
約
56
km

）
が
含
ま
れ

て
お
り
、
原
生
的
な
天
然
林
が
多
い
こ

の
地
域
一
帯
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
後

世
に
残
す
た
め
、
森
林
の
維
持
・
保
全

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
、
管
内
の
人
工
林
は
全
体

の
約
４
％
と
面
積
は
少
な
い
で
す
が
、

平
成
27
年
か
ら
南
魚
沼
市
・
南
魚
沼
森

林
組
合
・
株
式
会
社
戸
田
組
と
当
署
で

「
南
魚
沼
市
山
口
地
域
森
林
整
備
推
進

協
定
」
を
結
び
周
辺
民
有
林
と
協
力
し

路
網
等
の
基
盤
整
備
や
施
業
の
集
約
化

に
よ
り
、
計
画
的
・
効
率
的
な
木
材
生

産
、
森
林
整
備
が
図
れ
る
よ
う
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
の
森
林
施
業
に
あ
た
っ

て
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
希
少
猛
禽
類
の

生
息
環
境
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

「
中
越
森
林
管
理
署
に
お
け
る
イ
ヌ
ワ

シ
の
保
全
を
考
慮
し
た
森
林
施
業
等
の

指
針
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
状
況
に
精

通
し
た
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

私
は
４
月
に
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り

で
す
が
、
現
場
の
最
前
線
に
い
る
森
林

官
と
し
て
、
先
人
に
よ
り
手
入
れ
さ
れ

て
き
た
森
林
を
、
よ
り
良
く
・
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
森
づ
く
り
を
目
指
し
、

民
有
林
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、

邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号（７）
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